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世
界
最
高
峰
の
音
楽　

「
ウ
ィ
ー
ン
」に
触
れ
る

　

直
に
世
界
最
高
峰
の
音
楽
に
触
れ

る
こ
と
が
生
徒
た
ち
に
も
良
い
経
験

に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
海
外
研

修
に
行
っ
た
学
生
か
ら
は
、「
ウ
ィ

ー
ン
は
全
く
違
う
世
界
で
し
た
。
日

本
で
の
レ
ッ
ス
ン
は
、
楽
譜
の
音
譜

を
忠
実
に
音
に
す
る
。
一
方
、
ウ
ィ

ー
ン
の
指
導
は
『
あ
な
た
は
、
こ
の

曲
で
何
を
う
っ
た
え
た
い
の
か
』
と

強
く
問
わ
れ
ま
し
た
。」

　

生
徒
た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う

言
葉
に
は
「
指
導
方
法
が
す
ご
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

世
界
最
高
峰
の
音
楽
に
触
れ
る
こ

と
で
日
本
で
活
動
し
よ
う
と
考
え
て

い
た
生
徒
が
世
界
に
視
野
を
広
げ
よ

う
と
、
更
な
る
高
み
へ
と
意
識
の
変

化
が
起
き
た
生
徒
も
い
ま
す
。

　

県
内
で
唯
一
、
音
楽
専
門
学
科
を

有
す
る
小
諸
高
校
は
、「
音
楽
の
ま

ち
・
こ
も
ろ
」
の
象
徴
的
な
存
在
の

一
つ
と
い
え
ま
す
。

　

長
野
県
が
進
め
て
い
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
の
連
携
活
動
の
一
つ
の
柱
と

し
て
、
小
諸
高
校
音
楽
科
は
、
ウ
ィ

ー
ン
の
音
楽
学
校（
市
立
ム
ジ
ー
ク
・

ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
）と
の
交
流
と
姉
妹

校
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー

ン
で
の
海
外
研
修
や
ウ
ィ
ー
ン
で
活

躍
す
る
指
導
者
か
ら
の
個
人
レ
ッ
ス

ン
な
ど
、
音
楽
の
本
場
で
あ
る
ウ
ィ

ー
ン
な
ら
で
は
の
音
楽
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
諸
高
校
は
、
県
内
で
唯
一
、
音

楽
の
専
門
学
科
を
有
す
る
学
校
で
す
。

平
成
7
年（
1 

9 

9 

5
）に
音
楽
科
は

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
諸
高
校
音
楽
科
で
は
、
音
楽
を

専
門
と
す
る
学
習
を
通
し
て
、
幅
広

く
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
教
育
環
境
に

は
、
演
奏
の
プ
ロ
と
し
て
第
一
線
で

活
躍
す
る
講
師
陣
に
よ
る
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
で
の
レ
ッ
ス
ン
や
施
設
も
整
っ

て
い
ま
す
。

県
内
で
唯
一
、
音
楽
科
が
あ
る
学
校
「
小
諸
高
校
」

小
諸
市
の
音
楽
、
コ
コ
が
す
ご
い

▶10/29に開催された「第23回
⼩諸⾼校⾳楽科定期演奏会」
では、美しい⾳⾊が観客の⼼
を魅了していました。

▶世界最⾼峰の⾳楽に触れることができる

▶オーストリア ウィーンでの海外研修


